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次期学習指導要領の実施に向けて（Ⅱ）
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論　説

「社会に開かれた教育課程」実現のため
の「主体的・対話的で深い学び」
関西学院大学　学長特命 ( 文科省委託事業「大学入学者選抜改革」担当 )・

高大接続センター副長・教授　佐　藤　　　真
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さとう　しん
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論　説

「学びの共同体」の理念に基づいた体育
における学びのデザインと展開

三重大学教育学部
教授　岡　野　　　昇
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論　説

新学習指導要領とこれからの教育相談

文教大学教育学部
教授　会　沢　信　彦

図１ 不登校児童生徒数の推移（文部科学省）

図２ 不登校児童生徒の割合の推移
（1,000人当たりの不登校児童生徒数）（文部科学省）
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図３ 育成すべき資質・能力の３つの柱（文部科学省）
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図４ 心のピラミッド（菅野，2009）
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論　説

魅力ある職として教職を再構築するために
― 学校、家庭、地域の連携・協働の視点から ―

上越教育大学大学院学校教育研究科
教授　菅　原　　　至
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すがわら　いたる

　宮城県生まれ。宮城県公立中学校・宮城

教育大学附属中学校　教員。宮城県公立高

等学校　教頭、宮城県公立小・中学校　校

長。平成28年4月より上越教育大学大学院

学校教育研究科　教授。専門は教育経営

学、教育組織マネジメント。
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　今日、学校、教師への風当たりはますます厳しさを増してきているのが現状です。そん
な状況下にあっても、ひたすら目の前にいる子どもたちと誠実に向き合う実践に徹してい
る学校があります。
　今回は、教師のひたむきで一貫した教育態度に秘められた充実した信念を基底に、校長
のリーダーシップの下で校内研修を核とした授業研究の日常化を図りつつ、子どもと教師
の学び合う学習空間を創り出している富山県富山市立堀川小学校の実践を紹介します。

県外実践校に学ぶ

校長　中井　明彦

自主的で創造性豊かな実践力のある子どもの育成を目指し続ける学校

富山県富山市立堀川小学校（児童数557名）
〒939-8081　　富山市堀川小泉町一丁目13-10
TEL 076-424-1911   FAX 076-424-1912
URL horikawasho@city.toyama.lg.jp

連　　載
県外実践校に学ぶ
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　今日の学校は、依然として数値学力向上が叫ばれ、学校と家庭・地域の人々の協力体制
が強く求められています。そのためには、子どもの学びを中心にしながら、家庭・地域の
人たちを教育活動に巻き込んでいく力が必要です。
　今回は、地域の特色をフルに生かした交流活動を基盤にしながら、地域に信頼される学
校づくりに学校・家庭・地域の三者が協働して取り組んでいる茨城県日立市立河原子中学
校の実践を紹介します。

県外実践校に学ぶ

校長　榊　　 雅彦

よさ・強みを生かした学校づくり
～地域と連携した活動の実践とその運営組織～

茨城県日立市立河原子中学校（生徒数161名）
〒316-0004　茨城県日立市東多賀町４丁目10番10号
TEL　0294-36-0532　FAX　0294-36-6322
URL　http://www.kawarago-j.hitachi-kyouiku.ed.jp
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発　　信
若い教師を育てるワンポイントアドバイス
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教科教育Ｑ＆Ａ
　若い教師を育てるワンポイントアドバイス

理科における実践的指導力を向上させるため
にはどのようなことが必要か

理科教育講座　大谷　龍二

発　　信
若い教師を育てるワンポイントアドバイス
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障害児教育Ｑ＆Ａ
　若い教師を育てるワンポイントアドバイス

肢体不自由児の生活や学習上の困難と配慮

障害児教育講座　任　龍在
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若い教師を育てるワンポイントアドバイス
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教科教育Ｑ＆Ａ
　若い教師を育てるワンポイントアドバイス

よりよい授業を行うために、何をすればいい
ですか？

数学教育講座　澤田麻衣子

発　　信
若い教師を育てるワンポイントアドバイス
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学校教育Ｑ＆Ａ
　若い教師を育てるワンポイントアドバイス

Bildung and Liberal Education

学校教育講座　三澤 紘一郎

発　　信
若い教師を育てるワンポイントアドバイス
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報　　告
センターとしての取組
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　センターとしての取組（１）
教育実習・実践開発部門
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　センターとしての取組（２）
教育臨床心理部門

ボランティアを通じて対人援助への考察を深める
～地域のリソースと協働した教職志望学生の育成～

報　　告
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　センターとしての取組（３）
協働的開発事業

＜長期研修院による教育実践研究＞

大学と学校現場との協働による教育実践研究

個人研修

学校課題研究

道徳教育

　　ルールマナーを大切にし、思いやりの気持ちにあふれた学校風土の醸成

　　　　　―思いやりの心を持ち信頼される工業人の育成を通して―

群馬県立太田工業高等学校

埼玉県立秩父農工科学高等学校教諭

橋本　博行　

質の高い地域連携活動に向けた高等学校の課題と方法

　　　　　―農業高校と小学校の連携促進を図る授業改善を中心に―

報　　告
センターとしての取組
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ルールマナーを大切にし、思いやりの気持ちにあふれた学校風土の醸成
～思いやりの心を持ち信頼される工業人の育成を通して～

群馬県立太田工業高等学校
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質の高い地域連携活動に向けた高等学校の課題と方法
―農業高校と小学校の連携促進を図る授業改善を中心に―

埼玉県立秩父農工科学高等学校　
教諭　橋本　博行
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　センターとしての取組（４）
協働的開発事業

講　座　日 担当／所属／専門分野 内　　　容
第１回講座
５月12日

13:30～15:00〈常葉大学〉
堀　井　啓　幸　教　授／教育経営
13:30～15:00〈群馬大学〉
岩　瀧　大　樹　准教授／臨床心理学
13:30～15:00〈東京学芸大学〉
佐々木　幸　寿　教　授／教育行政学
13:30～15:00〈金沢学院大学〉
小　林　淳　一　准教授／学校教育学
13:30～15:00〈群馬大学〉
吉　田　浩　之　准教授／生徒指導
13:30～15:00〈富山大学）〉
笹　田　茂　樹　教　授／教育行政学

2030年の学校教育をみすえた学校と学びを考える

学校教育相談に活かす認知行動療法のエッセンスⅡ
―改めてソーシャルスキルを多面的に見直すー

新学習指導要領にみる教師の新しい役割

英語教育における
小・中・高の接続と「話す力」の育成

学校運営のための学校法務
―弁護士への対応と活用―

いじめ対応に関する組織的取組の最新動向

開かれた学校づくりの現状と課題

13:30～15:00〈群馬大学〉
霜　田　浩　信　教　授／障害児心理学

道徳授業実践の方法と課題
―道徳性の育成に着目して―

13:30～15:00〈群馬大学〉
黒　羽　正　見　教　授／教師教育

気持ちや行動が荒れやすい発達障害児へのサポート

13:30～15:00〈宇都宮大学〉
久保田　善　彦　教　授／理科教育
13:30～15:00〈群馬大学〉
上　原　景　子　教　授／英語教育

これならできるプログラミング教育

第２回講座
5月26日
第３回講座
６月16日
第4回講座
６月30日
第5回講座
７月 ７日
第6回講座
７月21日
第7回講座
10月20日
第８回講座
10月27日
第９回講座
11月10日
第10回講座
11月17日

現職教員の成長を促す温かな学び合いの場
教育実習・実践開発部門　吉田　浩之

＜学び合う仲間による教員研修リレー講座＞

報　　告
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　センターとしての取組（５）
協働的開発事業

教育臨床事例検討会 2018 年度の取り組 〜学びの発信に向けて〜
教育臨床心理部門　岩瀧　大樹

＜教育臨床事例検討会＞

報　　告
センターとしての取組
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　センターとしての取組（６）
協働的開発事業

体験的科目における地域貢献
教育臨床心理部門　岩瀧　大樹

＜フレンドシップ事業＞

報　　告
センターとしての取組

― 101 ―








